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​　数理情報系​​*​​の女子学部生同士の交流と大学生活・大学院進学を含めたキャ​
​リアについて数理情報系の大学院生、女性教員、および数理情報やAIをはじめ​
​とする様々な分野において社会で活躍する女性卒業生と一緒に考える、2泊3​
​日のサマーキャンプを開催します。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　​
​　キャンプ開催にあたり、キャンプの中で女子学部生と一緒にグループワーク​
​に参加したり、女子学部生に大学院での勉強や研究、大学院生活について紹介​
​したり、女子学部生と交流したりしてくれる女子大学院生を募集します。　　​
​　普段交流のない他大学・他分野の教員・社会人・大学院生との交流の機会としても​
​ぜひご応募ください。​

​2026 年 9 月 7 日 (月) 12:30 〜 2026 年 9 月 9 日 (水) 13:00ごろ​

​大学セミナーハウス　　　　　　　　　　             　      　　　　​
​（京王線北野駅より路線バス10分、野猿峠にて降車後徒歩5分）​

​数理情報系分野を専攻する女子大学院生で原則全日程参加可能な方​
​（キャンプには数理情報系の大学の女性教員、大学院修了後に社会で活​
​躍する大学院修了生も参加します。）​

​２０名程度​

​指導教員の先生に参加について相談し、申し込みについて同意​
​を得た上で下記のURLまたは右のＱＲコードよりお申し込みく​
​ださい。（締め切り：2026年6月9日（火））  　　　　　　　　　　　​
​応募フォーム​​https://forms.gle/VSWLPbPcrkf6rEET8​

​必須：学部生との交流、学部生からの質問・相談対応、グループ　　　　​
​ワークへの参加、勉強・研究内容についてのポスターまたは口頭発表 (口​
​頭発表は大学院生活の紹介を含む)　　　　　　　　　　　　　　　　　　​

​　　　　　   その他：企画進行の補助、パネルディスカッションにおけるパネラーな　​
​　　　　　   ど。(具体的な役割分担については参加者決定後に依頼します。)​

​参加者の会場までの交通費、宿泊費、イベント期間中の食費など、参加にか​
​かる費用は原則こちらから支給します。所属大学での保険の加入状況により​
​イベント保険 (数百円程度) の加入をお願いする可能性があります。​

​原則4人部屋になりますが個室も希望できます。個室の数には限りがあり​
​ます。個室と4人部屋は建物が異なり、大部屋の方が新しい施設になりま​
​す。​

​*​​数理情報系とは、数学 (純粋数学、応用数学)、情報学 (計算機科学、AI) などを指します。​

https://forms.gle/VSWLPbPcrkf6rEET8


​応募フォームに入力いただいた情報を基に、参加者をこちらで決定させて​
​いただく場合があります。参加者決定につきましては 7月6日(月)までに申​
​込者に個別にご連絡いたします。​

​運営事務局​​s-camp@math.keio.ac.jp​ ​　　　　​ ​　　　　　​
​相談や気になることなど、何でもお気軽にお問合せください。​

​参加者同士の交流企画、大学・大学院生活・キャリアについての情　　​
​報共有、メンター・大学院生メンターによる研究紹介・キャリア企　​
​画、個別相談・メンタリング、グループワーク、成果発表会​

​※過去のサマーキャンプの様子は報告書　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　​
​2024年度：​​https://aip.riken.jp/uploads/9a26b5aed947c1a3bce277fc473e4995.pdf​​　​
​2025年度：​​https://aip.riken.jp/uploads/940d342ab80afaeb70191077d161146c.pdf​​　　​
​をご覧ください。​

​　　　　　　​ ​サマーキャンプ参加申し込みにあたって​​　　　​

​⭐️ サマーキャンプでは、参加にあたっては原則宿泊を含めた全日参加をお願いして​
​　   います。特別な希望がある方は申し込みフォームの自由回答欄より回答をお願い​
​　   します。　​

​⭐️ サマーキャンプではグループワークや交流企画の中で他の参加者と交流する機会が​
​　   多くあります。参加にあたっては様々な意見・考え方・感じ方、勉強・研究内容​
​　   およびその進め方、興味などを尊重して、楽しいイベントにしましょう。​

​⭐️ このサマーキャンプは参加していただく大学院生のみなさんの大学院生活・キャリ​
​　   アにとっても有意義なものになることを目指しています。ポスター発表、口頭発​
​　   につきましては、発表資料の形式の一例を配布、また、メールで相談にのること​
​　   もできますので、あまり負担に感じずに申し込んでいただけたらうれしいです。​

​主催：理化学研究所革新知能統合研究センター、​​東京科学大学理学院、​​東京大学大学​
​　　　院数理科学研究科、広島大学WPI-SKCM​​2​​、慶應義塾大学理工学部数理科学科​

​運営委員：今村悠里 (東京理科大)、大野由美子 (東京工科大)、大山口菜都美 (東京理科大)、小​
​　　　　　鳥居祐香 (広島大)、斎藤新悟(九州大)、坂田綾香 (お茶の水女子大)、佐々田槙子 (東​
​　　　　　京大)、篠田万穂 (お茶の水女子大)、嶽村智子 (奈良女子大)、坂内健一 (慶應義塾　​
​　　　　　大)、藤田玄 (日本女子大)、松本早貴 (工学院大)、眞中裕子 (日本大/津田塾大)、八木​
​　　　　　恭子 (東京都立大)、谷田川友里 (東京科学大)　　　　　　　　　　　　　　　　　​
​　　　　　　　　　　​
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